
 

学校経営の重点 

 

（１）教育目標 

 

 人間尊重の精神を基盤とし、学習の楽しさと友情の大切さを知り、 

真理と平和の意味を自覚した実践力のある人間の育成をめざす。 

 

（２）努力目標［ 強く、正しく、明るく生きる生徒 ］ 
 
 
 

 

め ざ す 

 

中学生像 

   

  

健康で、誇りを持って 

 

行動できる中学生 

   

自らが考え、学ぶ喜びを 

 

知り、豊かな学力を身に 

 

つけた中学生 

   

 

互いの個性を認め合い           

 

共 に 生 き る 中 学 生           

 

   
 
 

生 徒 の 

 

目    標 

   

  

 

健康で礼儀正しい生徒           

   

 

進んで学習する生徒           

   

楽しい学校をみんなでつ 

 

くる生徒 

 

   

 

 

 

 

生 徒 の 

活    動 

 

＊忍耐力をつける。 

＊自己の健康管理に努める。 

＊服装、頭髪などを整える。 

＊ごみの落ちていない学校に 

 する。 

＊明るく適切な言葉づかいや

 あいさつをする。 

 

＊授業のルールを守り進んで 

 学習する。 

＊家庭学習を自ら計画し実行 

 する。 

＊常に探求する心を持ち続け 

 る。 

＊「確かな力」をつける。 

＊学び合いを大切にする。 

       

 

＊人に対して、思いやりのあ 

 る優しい気持ちで接する。 

＊人の意見を尊重する。 

＊取り組みの過程を大切にす 

 る。 

＊いろいろな活動に積極的に 

 参加する。 

＊人の立場を理解し、互いに 

 助け合う。  
 
 
 
 
 
 
 
 

教 師 の 

活    動 

   

  

基本的生活態度の育成に 

 

努める 

   

 

わかる授業を工夫する           

   

生徒理解を深め集団づく 

 

りに努める 

 

   

＊実態の把握に努め、健康の 

 自己管理能力を高めるよう 

 にする｡ 

＊自主的にあいさつをする習 

 慣を身につけさせる。 

                

＊学力の定着が難しい生徒に

 重点をおくとともに、一人 

ひとりを生かす授業の工夫 

をする。 

＊積極的に考えさせる授業を 

 実践する。 

＊学ぶことの楽しさをわから 

 せる。 

＊成就感を持たせる。 

＊｢確かな力｣をつけさせる。 

＊教科の共同研究を充実させ 

 る。 

＊人権意識を高める。 

＊特に、道徳・学活の充実に 

 努める。 



 

（３）学年目標 

 

１年 

 

    一人ひとりが輝く一年生 

      ○ことばを大切にしよう。 

      ○何事にも全力で取り組もう。 

  ○元気にあいさつしよう。 

 
  

２年 
 

   誠実な自分を育てよう！ 

 
まわりの人への思いやりを高めよう！ 

     

３年 
 

ＴＲＹ  ＨＡＲＤ 

～For The Best Graduation With Smile ～ 

   ・自分を磨き 進路に向き合おう 

   ・認め合い 支え合い 高め合おう 

 

 

（４）学力向上・学習指導の重点 ◎印は、重点目標 
 

   

◎ 各教科指導において、基礎・基本の習得をめざす。 

◎ 各教科における発展的な内容を個に応じて提示する。 

◎  各教科の基本的な知識を総合的な学習と連動させることで知の総合化を図る。 

(取組み・留意事項) 

   ① 基礎基本的内容と専門的発展的内容との整理精選を図る。 

  ② 知的好奇心を喚起することで生徒が主体的に学ぶ姿勢を身につけさせる。 

  ③ 総合的な学習の取り組みにより、自ら課題を見つけ、よりよく問題を解決する資質や能力を育てる。 

  ④ 個に応じた指導の充実をめざす。 

  ⑤ １年国語、２年数学、３年英語は年間を通して少人数授業を展開する。 

    （国語、英語は均等２分割と習熟度別指導を、数学はすべて習熟度別指導を行う） 

⑥ 朝学習などを活用し、漢字・計算問題・英単語などを継続的に指導し、基礎・基本の定着を図る。 

  ⑦ 学力実態調査など学校全体で考察を行い、生徒の実態に即した指導の工夫・改善を図る。 

 

 

 



 

 

（５）生徒指導の重点 

 

 

◎ 個性を尊重し、一人ひとりを大切にする生徒指導をめざす。 

◎ 自主的にルールを守りマナーを大切にする生徒を育てる。 

◎  自己責任・自己管理能力を高め、問題解決できる生徒を育てる。 

◎  自他の安全管理や、健康について積極的に考えることのできる生徒を育てる。 

 

   ① 学校生活の基礎単位である学級経営に力を入れる。また、相互の交流を深めていく。 

   ② 心が安らぐ環境づくりを進め、教師自ら率先してゴミのない学校づくりに努める。 

   ③ 校則の意義を全職員で見直し、生徒のための校則づくりに向けて論議を重ねる。 

   ④ 生徒会活動の活性化を図り、全職員で支援する。 

      ⑤  生徒の実態を的確に把握し、一人ひとりに即した具体的な指導に努める。 

      ⑥  あらゆる機会に、｢生命の尊さ｣の認識を深めるよう指導する。 

      ⑦  望ましい健康安全生活の習慣化を図るとともに、自らの健康を管理できるよう指導する。 

      ⑧  安全教育を計画的に実施し、事故災害の防止を徹底する。 

      ⑨  健康的な環境整備に努め、保健管理の指導体制を確立する。 

 

 

（６）進路指導の重点 
 

   

◎ 生徒が自らの個性を発見し、現在及び将来の生き方について積極的に考え、生涯にわたって自己実現 

  を図っていくことができる能力や態度を身につけさせる。 

 

   ① 自分を生かせる進路を選択させるように指導する。 

   ② 自分の進路に誇りをもたせるとともに、仲間意識をもち、みんなで支え合い、互いに高め合えるよう

     に指導する。 

   ③ 変わりゆく社会情勢に対応するため、学校としてより綿密な情報の収集・検討に努める。 

 

 

（７）人権教育指導の重点 
 

   

◎ 人権意識の高揚につとめ、他者の人権も尊重する態度を培うと同時に、人としての生き方を求めつつ、

現実の社会の諸問題に対応できる力を育む。 

 

    ① すべての教育活動を通して、自他共に人権尊重の精神を身につける指導を推進する。 

   ② 各教科・特別活動および、「総合的な学習」が相互に関連・連動することによって、人権教育の深化

     ・統合を図る。 

   ③ 教職員自身が現状に即応する柔軟性を持ち、生徒の実態や発達段階に即した指導を行なう。 

   ④ 他人の痛みを共有できる心を培い、自尊感情を大切にした内面に触れる「心の教育」の実現をめざす。 



 

（８）学校の支援教育推進のための方針 

 

１．目 標 

 本校は、教育目標を「人間尊重の精神を基盤とし、学習の楽しさと友情の大切さを知り、心理と平和の意味を

自覚した実践力のある人間の育成を目指す」とし、生徒目標には、①健康で礼儀正しい生徒、②進んで学習する

生徒、③楽しい学校をみんなでつくる生徒の３点をうたっている。そして、生徒の個性・能力の伸張をはかり「生

きる力」の育成に力を傾注する。 

 

・ 本校の支援学級は、自閉・情緒障がい学級・知的障がい学級の２学級が設置されている。支援教育を推進す

るに当たり、本校の教育活動の重要課題の一つとしてとらえ、全教職員の共通理解を図りつつ、生徒・保護者に

信頼される教育活動を推進する。 

 

・ 入級生徒には、各自に応じたカリキュラムを編成し、各自の可能性を伸長するため、教育実践を積み重ねて

 いる。特に、自分で身の回りのことができるようになることが第一であり、その中から、やればできる自信や

 意欲を高めさせる。学習面でも、個々の生徒の実情に合わせた教材をつくり、学力の向上と興味・関心のわく

 学習内容を構築する。 

 

・ 将来、地域で生活することを考え、通常学級との交流を深め、共に育つ視点から教育活動を積極的に取り入

 れていく。 

 

・ 支援学級の取り組み内容や行事や生徒たちの頑張っている様子を積極的に啓発し、生徒の理解を促す。 

 

 

２．全校の協力体制 

  生徒の実態をふまえ、その能力の伸長を図るため、生徒・保護者の考えなどを考慮しながら、支援教育を本

 校の教育活動の課題の一つとして、全校的な指導体制、支援体制を組みながら教育実践を推進する。 

 

① 校内体制の充実を図る 

・ 支援学級教育推進委員会を設置し、支援教育や入級生徒の理解を深めるための、研修・交流に努める。 

・ 支援学級担当者会議を適宜開催し、在籍生との状況把握や指導方針・指導体制について検討を図る。 

・ 研究部に支援教育を置き、支援学級担当者・学級担任・教科担任が支援学級を含めた支援教育の進め方につ

  いて、研究協議を行い、情報交換・指導体制の見直し・確認などを行う。 

・ 学びの支援員の任務や職務について職員の共通理解を図る。 

 

② 教育課程の充実を図る 

・ 入級生徒の実態に即した教育課程を編成し、指導方法の研究・研修を行う。 

・ 教科の専門性を生かせるよう教科担任制を可能な限り追求する。 

・ 各クラスへの入り込み学習を取り入れ、共に育つ教育環境を創造する。 

・ 各学校行事・学年行事に積極的に関わり、入級生徒の役割などクラスの一員としての自覚が図れる取り組み

  を行う。 

 

③ 生徒・地域への啓発を図る 

・ 全校生徒にあらゆる機会に障がい者理解を深めるための啓発を行う。そして思いやりのある豊かな心の育成

  を図る。 

・ ＰＴＡ活動をとおして支援教育や支援学級入級生徒についての正しい理解を深め、本校の支援教育の充実発

  展に対しての協力を得る。 

 


